
戦前の日本では、中央官庁の一つであった内務省が
出版物の検閲を行っており、全国で出版されたさまざまな
書物が内務省に納本されていました。それらの書物を手に
取って発売頒布の可否を決定していたのが、警保局図書課
の検閲官たちです。

近年、出版検閲に関する研究が進み、制度としての
側面は徐々に明らかになってきた一方で、個々の検閲官
についての研究はほとんど報告されていません。それは、
資料がそもそも少なく、また、彼らがどのような人生を
送っていたのか、『出版警察報』などの内部文書からでは
わからないためです。

今回の展示では、新発見の資料とこれまで断片的に存在
していた情報をつなぎ合わせることで、検閲官の実像
に迫ります。図書課の人員体制や業務分担など、検閲官
の全体像をパネルで解説します。また、４人の検閲官を
とりあげ、仕事内容や異動・昇進などのキャリアパス、
さらにプライベートを含めて人物像を紹介し、彼らの
仕事と横顔を今に伝える貴重な資料を展示します。

会期：2017年1月23日（月）～4月22日（土）
会場：千代田区立千代田図書館 9階 展示ウォール

検閲官
戦前の出版検閲を担った人々の

仕事と横顔

警保局図書課の野球チームと友人たち

検閲官がコメントや傍線を記した書籍

検閲官がプライベートで刊行した詩集

主催：千代田区立千代田図書館　協力：浅岡邦雄氏、牧義之氏、村山龍氏、安野一之氏（千代田図書館「内務省委託本」研究会）

人首文庫、県立長野図書館
ひとかべ
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